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地
域
福
祉
は
、住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
、住
民
が
そ
の

推
進
に
積
極
的
に
参
画
す
る「
住
民
参
加
」「
住
民
主
体
」を

理
念
と
す
る
こ
と
が
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、仕
事
な
ど
に
よ
り
福
祉
活
動
へ
の
参
加
が
困

難
な
人
に
対
し
て
、社
会
福
祉
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
と
な
り
、会
費
を
納
入
す
る

こ
と
で
地
域
の
福
祉
活
動
に
参
加
す
る
方
法（
共
助
の
精

神
）が
あ
り
ま
す
。

社
協
は
地
域
福
祉
の
巡
活
結

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、令
和
４

年
度
か
ら「
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
訪
問
し
た
り
そ
の
活
動
に

参
加
す
る
中
で
、区
長
や
民
生
児
童

委
員
、福
祉
委
員
か
ら
地
域
の
状
況

を
聞
き
取
り
、見
え
て
き
た
課
題
を
、

市
民
局
や
地
域
公
民
館
な
ど
と
協
力

し
て
、そ
れ
に
対
応
す
る
地
域
活
動

の
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
種
相
談
の
窓
口
と
な
る

ほ
か
、子
育
て
支
援
と
し
て「
つ
な
が

る
オ
ム
ツ
宅
配
便
」や
、中
学
生
を
対

象
と
し
た「
制
服
リ
ユ
ー
ス
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。大
雪
の
際
は
、高
齢
世

帯
等
を
対
象
に
し
た「
雪
下
ろ
し
助

成
」や
、地
域
の
助
け
合
い
を
支
援
す

る「
雪
す
か
し
活
動
支
援
」に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、全
天
候
型
の

親
子
で
遊
べ
る「
あ
そ
び
の
広
場
」の

設
置
と
、子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

福祉委員活動助成及び
住民の交流や居場所
づくり助成の一部

1,652,000円

1,211,000円

10,137,000円

区への地域福祉活動費助成

・くらしと福祉の相談支援
・区や福祉委員等の地域福祉活動
  の支援
・ボランティア活動の支援
・広報「こころ」の発行
・SNSやホームページ管理
・ふくし出前講座の実施
・福祉人材の育成
・あそびの広場の設置
・つながるオムツ宅配便の実施
・制服リユース事業の実施
・フードパントリーによる支援
・雪下ろし助成、雪すかし活動支援
・法人後見事業の実施

令和８年度会費目標額
13,000,000円

社協会費の活用

「
住
民
参
加
」「
住
民
主
体
」の
地
域
福
祉
を
推
進

本会が進める地域福祉事業
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どこに相談したらいいか わからない
　困りごとや心配ごとを受け付けます

市民や地域活動団体等による福祉活動も応援しています

自身や家族のくらしのこと、友人や近所の人の心配ごとも
相談してください。

「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
中
学
校
の
制
服

や
柔
道
着
を
在
校
生
に
無
償
で
提
供

し
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

収
入
が
少
な
く
、生
活
に
困
っ
て
い

る
世
帯
に
対
し
て
、寄
付
を
募
る
な
ど
、

集
ま
っ
た
食
品
等
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

「
福
祉
の
人
材
育
成
」

　

子
ど
も
達
が
福
祉
に
つ
い
て
楽
し
み

な
が
ら
学
び
、福
祉
活
動
体
験
が
で
き

る
講
座
を
開
き
ま
す
。

「
法
人
後
見
事
業
」

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の
専
門
職
が

少
な
い
地
域
の
た
め
、今
年
度
よ
り
本

会
が
成
年
後
見
人
等
と
し
て
権
利
擁
護

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
あ
そ
び
の
広
場
」

　

今
年
度
よ
り
、毎
週
月
曜
日
に
大
宮

町
福
祉
会
館
を
親
子
の
あ
そ
び
場
に
し

ま
す
。お
さ
が
り
の
子
ど
も
服
も
無
償

提
供
し
ま
す
。詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
委
員
が
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
活
動
費
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

「
福
祉
委
員
活
動
助
成
」

　

交
流
の
場
や
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
費

を
助
成
し
、孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
居
場
所
づ
く
り
助
成
」

　

学
校
で
の
福
祉
学
習
や
地
域
の
サ
ロ

ン
、事
業
所
等
が
行
う
学
習
会
な
ど
に
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
出
前
講
座
」

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業

社協会費の活用
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令和 8年度事業計画と予算

　

団
塊
の
世
代
が
全
て
後
期
高
齢
者

と
な
り
、国
民
の
約
３
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
、５
人
に
１
人
が
75
歳
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
に
お
い
て

は
、そ
の
団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
た

ち
が
65
歳
を
超
え
、高
齢
者
数
が

ピ
ー
ク
に
達
す
る
２
０
４
０
年
に
向

け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
も
、認
知
症
や
障
害
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
へ
の
権

利
擁
護
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）」を
拡

充
・
発
展
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、国

に
お
い
て
は
将
来
的
に
こ
の
事
業
で

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
を
支
援
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
で
支
援
で
き
な
く
な
っ
た
人
へ

の
対
応
と
し
て
、令
和
８
年
４
月
か

ら
新
た
に「
法
人
後
見
」に
取
り
組

み
、こ
れ
ま
で
の
権
利
擁
護
事
業
を

よ
り
発
展
さ
せ
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
市
民
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、「
つ
な
が
る
絆
フ
ェ
ス
」

を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。ま
た
、子
ど

も
た
ち
に
福
祉
活
動
を
伝
え
る
た
め
学

校
の
福
祉
教
育
を
支
援
し
た
り
、福
祉

委
員
の
地
域
に
お
け
る
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
住
民
参
加
に
よ
る
包

括
的
な
支
援
体
制
を
検
討
す
る
た
め
、

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ

り
、町
別
に
地
域
と
専
門
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、相
談
支
援
や
参
加
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
で
孤
立
を
防
ぐ
と
と
も

に
、認
知
症
や
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
へ
の
対
応
と
し
て
、本
会
に

よ
る
法
人
後
見
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
や
交
流
の

た
め
の
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
で
、つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
の
健
や
か
生
き
が

い
教
室
を
、利
用
し
や
す
い
よ
う
に
短

時
間（
半
日
）の
会
場
を
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
最
終
年
度

と
な
り
、本
年
度
は
次
期
計
画
を
策
定

す
る
ほ
か
、や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ

く
じ
ゅ
の
在
宅
復
帰
や
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
機
能
強
化
を
図
る「
超
強
化
型
」

へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
度
事
業
計
画

具
体
的
な
事
業

◎
広
報
を
通
じ
た
福
祉
情
報
の
発
信

◎
京
丹
後
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

◎
学
校
に
よ
る
福
祉
教
育
の
支
援

具
体
的
な
事
業

◎
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

　

よ
る
総
合
相
談
支
援
活
動
の
実
施

◎
京
丹
後
市
社
協
の
法
人
後
見
の
実
施

◎
子
ど
も
の「
あ
そ
び
の
広
場
」開
設

◎
子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
の
開
始

◎
福
祉
委
員
活
動
助
成

◎
高
齢
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
助
成
、地
域

　

の
雪
す
か
し
活
動
支
援

具
体
的
な
事
業

◎
ふ
れ
あ
い
居
場
所
づ
く
り
助
成

具
体
的
な
事
業

◎
健
や
か
生
き
が
い
教
室
半
日
型
会
場

　

の
開
設

具
体
的
な
事
業

◎
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

◎
第
７
回
京
丹
後
市
社
会
福
祉
大
会
の

　

開
催

支
え
合
う
人
づ
く
り

安
心
・
安
全
の
仕
組
み
づ
く
り

社
協
運
営
の
基
盤
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

生
涯
現
役
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

4



　共同募金は、地域の福祉を支える民間団体の活動を応援する「じぶんの町を良くする
しくみ」として、地域の力を育む大切な役割を担っています。
　本会においても、皆さまからお寄せいただいた募金をもとにした配分金を活用し、だ
れもが安心して暮らせる地域づくりに向けて、居場所づくりや福祉委員活動の支援に取
り組んでいます。

赤い羽根共同募金で広がる『地域の輪』

京丹後市社協　令和8年度収支予算総額　9億697万円
■収入予算（性質別）

■支出予算（サービス区分別）

社協財源

補助金

受託金

共同募金配分金

介護保険事業等収入

4,572

7,428

14,063

440

64,194

90,697

社協会費、寄付金、各種利用料、基金積立資産取崩等 

京丹後市、京都府社会福祉協議会、日本赤十字社等からの補助金 

京丹後市、京都府社会福祉協議会からの受託金 

京丹後市共同募金委員会からの配分金 

京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅ、久美浜居宅介護事業等介護報酬及び利用料等

法人運営事業

地域福祉活動事業

居宅介護等事業

老人デイサービス受託事業

生活支援体制整備事業

地域共生推進事業

権利擁護支援体制整備推進事業

法人後見

福祉サービス利用援助事業

生活福祉資金貸付事務受託事業

ボランティア基金

福祉金庫等貸付事業

共同募金配分金事業

介護老人保健施設運営事業

健やか生きがい教室事業

福祉有償運送事業

9,663

401

4,307

5,346

875

3,721

359

20

763

1,022

364

1

605

59,695

2,132

1,423

90,697

97.6%

163.0%

98.2%

89.3%

95.2%

81.4%

89.3%

100.0%

99.8%

91.0%

100.0%

100.5%

104.2%

104.7%

95.5%

100.8%

項　　目 主な内容予算額

事業項目 主な事業内容予算額 前年対比

（単位：万円）

（単位：万円）

理事会・評議員会の開催、各種部会及び委員会の開催、社協役職員研修費用及び
社協運営費用など
つながるオムツ宅配便事業、制服リユース事業、フードパントリープロジェク
ト、雪下ろし助成金、広報紙作成など
訪問介護サービス及び障害居宅介護サービスの実施、エリアを久美浜町域だけ
でなく峰山町や網野町域まで拡大実施など

介護予防教室の実施のほか支所それぞれに生活支援コーディネーター（SC）を
配置し、福祉資源調整、高齢者の担い手育成の実施など
行政と連携した地域共生ステーションの実施にあたり、コミュニティソーシャ
ルワーカー（CSW）を支所に設置
成年後見制度の普及・啓発及び法人後見の検討、権利擁護支援者養成講座の開催
など

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等で判断能力が不十分な状態にある人へ
の金銭管理等日常生活支援の実施など
京都府社協の行う生活福祉資金の貸付に伴う申請事務等の実施、コロナ禍で実
施された特例貸付の借入者に対するフォローアップ相談・支援事業の実施など
ボランティア活動のシーズとニーズをマッチングするボランティアセンターの
運営、ボランティア活動団体への助成事業など

京丹後市共同募金委員会からの配分金を活用し、サロンなど住民の交流や居場
所づくり、福祉委員の活動に助成するなど

支援が必要な65歳以上の高齢者を対象に、大宮会場（火～金）、丹後会場（毎週水）、久
美浜会場（毎週水）、網野会場（毎週火・金）にて体操や手芸、レクリエーションを実施
身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の所持者及び要介護･要支
援認定者で公共交通機関の利用が困難な方の通院や行政手続き等の外出支援

旧町社協における資金貸付に対する償還事務の実施など

京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅの指定管理制度による運営

網野デイサービスセンターの運営など

法定後見と任意後見の実施

令和 8年度事業計画と予算

合　　計

合　　計

5



　

昨
年
の
８
月
12
日
、峰
山
支
所
は
新

た
に
建
設
さ
れ
た
市
役
所
峰
山
庁
舎
２

号
館
の
１
階
の
フ
ロ
ア
に
移
転
し
ま
し

た
。２
号
館
１
階
で
は
、市
民
課
や
保
険

事
業
課
、税
務
課
、峰
山
市
民
局
の
窓
口

と
並
ん
で
、本
会
の
峰
山
支
所
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、市
の
増
築
棟
工
事
に
合
わ
せ

て
進
め
ら
れ
て
い
た
市
役
所
大
宮
庁
舎

の
改
装
が
終
了
し
、５
月
１
日
か
ら
大

宮
支
所
が
庁
舎
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。

社
協
窓
口
は
、庁
舎
の
正
面
玄
関
と
な

る
２
階
フ
ロ
ア
に
あ
り
、市
民
局
や
上

下
水
道
部
の
窓
口
と
並
ん
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
宮
支
所
は
、旧
大
宮

保
育
所
の
建
物
を
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、場
所
が
わ
か
り
に
く
い
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
か
ら
実
施

し
て
い
る
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、市
民
の
多
く

が
利
用
す
る
大
宮
庁
舎
に
移
転
し
た
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
立
ち
寄
っ
て

大宮支所移転

京丹後市役所大宮庁舎へ移転新たな場所での相談対応

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、旧
大
宮
支
所
に
隣
接
す
る
、大

宮
町
福
祉
会
館
で
実
施
し
て
い
る「
健

や
か
生
き
が
い
教
室
」に
つ
い
て
は
場

所
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５月1日
から

登録・申込
必要なし

大
宮
支
所
を

　
　

市
役
所
大
宮
庁
舎
へ
移
転

「あそびの広場」開設
6月1日（月）スタート

9：30～14：30まで毎週月曜日

気候や天候に関わらず、親子で安心して
遊べる場所の確保のため、大宮町福祉会
館内に屋内遊び場を開設します。

子ども服リユース
「あそびの広場」において、
家庭で不用となったベビー
服や子ども服を引き取り、
子育て世帯に無償で提供す
る取り組みを始めます。

市
役
所
大
宮
庁
舎

　
　
　

２
階
平
面
図
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本
会
で
は
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
福
祉

委
員
を
委
嘱
し
、日
々
の
相
談
対
応
や

研
修
等
を
通
し
て
そ
の
活
動
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、１
９
３
地
区
の
区
長
ま

た
は
連
合
区
長
か
ら
５
５
８
人（
４
月

23
日
現
在
）の
推
薦
を
い
た
だ
き
、福
祉

委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。任
期
は
令
和

８
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

　

福
祉
委
員
は
、私
た
ち
が
暮
ら
す
身

近
な
地
域
で
、見
守
り
活
動（
訪
問
活

動
・
散
歩
中
の
声
掛
け
等
）や
ふ
れ
あ
い

トピックス

福祉委員に委嘱状の交付

活
動（
多
世
代
交
流
・
サ
ロ
ン
活
動
等
）

な
ど
地
域
で
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。困
り
ご
と
や
気
に

な
る
こ
と
を
把
握
し
た
際
に
は
、社
協

に
つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、担
い
手
不
足
に
よ
り
福
祉
活

動
の
継
続
が
難
し
く
な
り
、福
祉
活
動

の
実
施
体
制
の
検
討
や
見
直
し
が
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。本
会
に
お
い
て
は
、変

化
す
る
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、誰
ひ

と
り
孤
立
す
る
こ
と
な
く
地
域
で
つ
な

が
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
、支
援
機
関

や
福
祉
委
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

福祉委員の活動について学ぶ

困りごとに対処する仕組みや考え方を学ぶゲーム

　

本
会
で
は
、福
祉
学
習
の
一
環
と
し

て
、本
会
職
員
に
よ
る
ふ
く
し
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
企
業
、地
域
や
サ
ロ
ン
、事
業

者
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、認
知
症

や
高
齢
者
擬
似
体
験
、防
災
講
座
、終
活

講
座
を
実
施
し
て
、福
祉
と
は
何
か
を

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

出
前
講
座
で
は
、今
年
度
か
ら
新
た

に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ
」と

い
う
講
座
を
追
加
し
ま
し
た
。こ
の
講

座
は
、人
と
地
域
資
源
を
つ
な
げ
る
こ

と
で
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る「
社
会

的
孤
立
」を
解
決
す
る
力
を
学
ぶ
た
め

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
講
座
で
す
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、地
域
の
困
り
ご
と

に
つ
い
て
知
り
、困
り
ご
と
に
対
処
す

る
方
法
や
仕
組
み
、考
え
方
を
疑
似
体

験
し
、ま
た
現
実
の
地
域
の
困
り
ご
と

の
対
応
に
落
と
し
込
み
考
え
る
こ
と

で
、困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
や
新
た
な
気
づ
き
を
見
つ
け
る

も
の
で
す
。

　

講
座
の
進
行
は
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
修
了
し
た
社
協
職
員

が
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、各
支
所
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
づ
き
と
つ
な
が
り
を
活
か
す

福
祉
委
員
活
動

地
域
で
助
け
合
う
仕
組
み
を
学
ぶ

地
域
で
助
け
合
う
仕
組
み
を
学
ぶ

　

    

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ
」

地
域
で
助
け
合
う
仕
組
み
を
学
ぶ

  

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ
」
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お知らせ

善意のご寄付 あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。
（令和8年3月1日～令和8年4月30日受付分）

弥栄学園小中学校様

匿名
株式会社ベルマリエ様（通算237回目）6,000円

ゲーム一式

テレビ

やさか老人保健施設ふくじゅへ

地域福祉事業へ

大宮町グラウンド・ゴルフ協会様

小市郎商店お客様

3,800円

3,887円

ホールインワン基金を寄付

釣銭の一部を寄付

京丹後市社会福祉協議会

ボランティアセンター
健やか生きがい教室

　「地域行事等での演奏や託児ルームの子ども
の見守りをお願いしたい」「ものづくりやミシ
ンを教えてほしい」など、さまざまな依頼をボ
ランティアにつなぐ橋渡しをしています。

　成長や破損より新たな制服等が必用な生徒に
無償で提供しています。

職員の採用・異動

 採用　令和8年4月1日付  異動　令和８年4月1日付

【ふくじゅ】 

●は嘱託職員　（　）内は前所属

まずはお気軽に
　　ご相談ください。
ボランティア登録も
　　随時受付中です。登録ボランティア

一覧はコチラ

『制服リユース事業』市内中学校
在校生対象

寄付・譲受
受付のご案内

寄付・譲渡の
対象物品

現行モデルの

制服・体操服・柔道着制服・体操服・柔道着

運転手 募集中!
募集要件

年    齢 70歳未満（70歳定年制のため）

時    給 1，300円
内　 容 利用者宅から会場までの

行き帰りの送迎

勤務地 網野町、丹後町
※どちらかまたは両方

勤務日 毎週火・金曜日（網野町）
毎週水曜日（丹後町）

問い合わせ先 TEL 65-2100
京丹後市社会福祉協議会　
本所 総務課

【本　所】
市派遣 藤村 貴俊 事務局長

【久美浜訪問介護】
総務課 ●小國 弘美 介護員

【本所・弥栄支所】
地域福祉課 千賀 壮 （峰山支所）
【大宮支所】
地域福祉課 荒井 裕子 
　　　　　　 （本所・弥栄支所）

生活課　 西村 基弘 理学療法士
生活課　 田中 智也 作業療法士
生活課 ●安田 聡子 看護師
生活課 ●坪倉 千秋 介護員

発行／社会福祉法人　京丹後市社会福祉協議会
〒 627-0111 京都府京丹後市弥栄町溝谷 3464 0772-65-2100 0772-65-3294
http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotango　E-mail:info@kyotango-shakyo.jp
F B ア ド レ ス　h t t p s : / / w w w . f a c e b o o k . c o m / k y o t a n g o a i t a n
Instagram ア ド レ ス　https://www.instagram.com/kyotangoshakyo
京 丹 後 市 や さ か 老 人 保 健 施 設 ふ く じ ゅ 専 用 HP https://yasaka-fukujyu.jp/

峰 山 支 所
大 宮 支 所
網 野 支 所
丹 後 支 所
弥 栄 支 所
久美浜支所

（市峰山庁舎２号館内　TEL62-4128）
（ 市 大 宮 庁 舎 内　TEL64-2037）
（網野健康福祉センター内　TEL72-0797）
（ 市 丹 後 庁 舎 内　TEL75-0808）
（ 市 弥 栄 庁 舎 内　TEL65-2100）
（市久美浜庁舎内　TEL82-0008）
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